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～第１２編  

法要座次・衣体～ 

 

法臈法衣条例 
〈１９９１年６月２９日条例公示第２１号〉 

改正 １９９２年６月１５日条例公示４  

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、僧侶の法要式における序列

並びに法衣の種類及びその依用を定める。ただ

し、門首（門首後継者を含む。）、前門、新門、

新新門及び連枝に関するものを除く。 

（法要座次） 

第２条 前条の序列を法要座次といい、その基準

は法臈とする。 

２ 法臈は、得度式を受けた日から起算した年数

をいう。ただし、転属した者の法臈は、既度牒

を授与された日から起算した年数とする。 

３ 法要座次の等級は、別に定める。 

（対配座次） 

第３条 教師又は役職務を有する者には、その資

格に対配して法要座次を許可することができる。 

（同座次中の優先） 

第４条 教師、学階、役職を有する者及び褒賞せ

られた者は、その座次中において優先させるこ

とができる。 

（法要座次の進席） 

第５条 法要座次は、法臈によって進席し、進席

について定年を設ける。 

（法臈加算） 

第６条 真宗本廟又は特に定められた法要に出仕

した者には、その法臈を加算することができる。 

（進席許可の特例） 

第７条 宗門護持その他について功労のあったも

のについては、前２条の規定にかかわらず、そ

の期限に満たない進席を許可することができる。 

（法衣の種類） 

第８条 法衣は、次のとおりとする。 

（１）袈裟 七条袈裟、五条袈裟、墨袈裟、畳袈

裟、輪袈裟 

（２）衣  袍裳、裳附、直綴、間衣、教衣 

（３）袴  表袴、差貫又は差袴 

２ 法衣は、別に「衣体」ともいい、袍裳は、別

に「法服」ともいう。 

（法衣の依用） 

第９条 法衣の依用は、次の各号による。ただし、

特に定められたときは、この限りでない。 

（１）正装 重大なる法要式に依用する。ただし、

時宜により式装をもってこれに代えることが

できる。 

（２）式装 法要式及び特に依用を定めた儀礼に

依用する。 

（３）式服 儀礼に依用する。 

（４）常服 平常に依用する。 

（５）喪服 喪に依用する。 

（法要座次・法衣の許可） 

第１０条 法要座次及び法衣は、宗務総長がこれ

を許可する。 

（依用の禁止） 

第１１条 制規に反する法衣及び許可をうけない

法衣は、依用することができない。 

（達令等への委任） 

第１２条 この条例を施行するために必要な事項

は、別に定める。 

附 則 

１ この条例は、１９９２年７月１日から施行する。 

２ １９９２年６月３０日現在、積算されている

法臈年数は、この条例が承継する。 

３ 旧条例により許可された堂班は、これをこの

条例に相当する法要座次を許可されたものとみ

なす。 

４ １９９２年６月３０日現在、許可されている法

衣は、この条例により許可された法衣とみなす。 

附 則（１９９２年６月１５日条例公示第４号） 

１ この条例は、１９９２年７月１日から施行する。 

２ この条例施行の際、現に坊守衣の依用を許可

されている者は、その者一身に限って依用する

ことができる。 
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法臈法衣条例施行条規 
〈１９９２年４月１日達令公示第３号〉 

改正 ①１９９３年 ４月３０日達令公示２  

②１９９３年 ６月２１日達令公示５  

③１９９３年 ７月 １日達令公示８  

④１９９４年 １月１２日達令公示２  

⑤１９９４年 ６月２８日達令公示９  

⑥１９９４年 ９月１６日達令公示１６ 

⑦１９９５年 ３月２５日達令公示３  

⑧１９９５年 ６月２２日達令公示１５ 

⑨１９９６年１１月 １日達令公示１１ 

⑩１９９７年 ６月１３日達令公示１３ 

⑪１９９９年 ６月２５日達令公示５  

⑫２０００年 ７月 ３日達令公示１３ 

⑬２００１年 ６月２９日達令公示８  

⑭２００２年 ６月２８日達令公示１４ 

⑮２００３年 ６月２８日達令公示７  

⑯２００４年 １月２８日達令公示１  

⑰２００４年 ６月２８日達令公示１７ 

⑱２００６年 ２月 １日達令公示４  

⑲２００８年 ６月２７日達令公示８  

⑳２００９年 ６月２９日達令公示１５ 

㉑２０１０年 ６月２９日達令公示１０ 

㉒２０１１年 ３月 １日達令公示２  

㉓２０１１年 ７月 １日達令公示７  

㉔２０１２年 ６月２９日達令公示１７ 

㉕２０１３年 ６月２８日達令公示９  

㉖２０１４年 ３月 ５日達令公示２  

㉗２０１５年 ６月２６日達令公示９  

㉘２０１６年 ６月２４日達令公示８  

㉙２０１７年 ６月２８日達令公示９  

㉚２０１８年 ６月２５日達令公示１  

㉛２０１９年 ６月２７日達令公示１  

㉜２０１９年 ６月２７日達令公示４  

㉝２０１９年１２月２７日達令公示６  

㉞２０２０年 ６月２５日達令公示６  

㉟２０２０年 ６月２５日達令公示８  

㊱２０２０年 ８月２１日達令公示１３ 

㊲２０２１年 ２月２２日達令公示２  

㊳２０２１年 ６月３０日達令公示５  

㊴２０２３年 ６月３０日達令公示１７ 

㊵２０２４年 ６月２８日達令公示９  

 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この達令は、法臈法衣条例（１９９１年

条例公示第２１号。以下「条例」という。）の

施行に必要な事項について定める。 

（許可の制限） 

第２条 法要座次及び法衣の許可は、特に定める

法衣を除き、その者一身に限るものとする。 

（僧籍取得による同時許可） 

第３条 本派の僧侶となった者は、同時に平座及

び一般衣体を許可されたものとする。 

（出願順序） 

第４条 許可を受けるのに順序のあるものは、こ

れを超えて出願することはできない。 

（所属移転の場合の許可の効力） 

第５条 所属移転をした者が、旧所属寺において

許可を受けた法要座次及び法衣は、新所属寺に

おいても当然許可の効力を失わない。 

第２章 法臈 

（法臈の積算） 

第６条 法臈は、条例第２条第２項及び同第６条

の規定に基づき積算する。 

（法臈加算の申請） 

第７条 法臈の加算を受けようとする者は、次条

に定める法要に出仕したことを証する書類を添

えて、宗務総長に申請しなければならない。こ

の場合、申請人が所属する寺院が所在する都道

府県により、別表第１号に定める出仕座数を満

たしていなければならない。 

２ 学校法人の教職員を除き、条例で宗務役員又

は準宗務役員と定められた役職にある者が法臈

の加算を受けようとするときは、前項後段の規

定にかかわらず、必要な出仕座数を７座とする。 

（法臈加算の対象となる法要） 

第８条 法臈加算の対象となる本山における法要

は、次の各号のとおりとする。 

（１）報恩講 

（２）宗祖聖人、蓮如上人及び前門首の命日法要 

（３）修正会 

（４）春秋彼岸会（初中結の各１座） 

（５）聖徳太子、七高僧及び歴代門首の祥月命日

法要（ただし、一昼夜に満たないものを除く） 

（６）その他特に指定された法要 

２ 前項のほか、真宗本廟奉仕に参加するため門

徒を引率して上山した者が晨朝に出仕した場合

も前項に準ずるものとする。 

３ 法臈加算の対象となる本山以外の地における

法要については、その都度定める。この場合、

第９条から第１１条までの規定についてもその

都度定めるものとする。 

（出仕願書） 

第９条 前条第１項及び第２項に定める法要に出

仕しようとする者は、あらかじめ本廟部長に、

別記様式第１号に準じて作成した所定の出仕願

書を提出しておかなければならない。 

（出仕証明） 

第１０条 前２条による法要に出仕した者に、そ

の座数を明記した出仕証明書を交付する。 
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２ 前項の証明は、本廟部長が、前条の出仕願書

に職印を押印してこれを行うものとする。 

３ 出仕証明書は、再発行しない。 

（法臈加算の除外） 

第１１条 次の各号のいずれかに該当する場合は、

法臈加算のための出仕証明は行わない。 

（１）当該法要について上山又は参集を命ぜられ

旅費又は手当の支給を受けた場合 

（２）学校法人の教職員を除き、条例で宗務役員

又は準宗務役員と定められた役職にある者が

業務として出仕した場合 

（法臈加算年数） 

第１２条 第７条の申請に基づく法臈加算年数は、

その都度１年とする。ただし、上座各等への進

席については、加算年数を２分の１とする。 

（加算法臈年数の効力） 

第１３条 条例第６条に基づき加算された法臈年

数は、第１６条に定める法要座次の進席定年

にこれを充当して計算する場合、次の各号に

よる区分を超えて充当することはできない。 

（１）准上座１等までの進席 

（２）准上座１等から上座４等への進席 

（３）上座４等から上座３等への進席 

（４）上座３等から上座２等への進席 

（５）上座２等から上座１等への進席 

第３章 法要座次 

第１節 等級 

（等級） 

第１４条 法要座次は、次のとおりとする。 

 初級 平座 

 ２級 准本座 

 ３級 本座１０等から１等まで 

 ４級 准上座４等から１等まで 

 ５級 上座４等から１等まで 

第２節 進席 

（進席許可） 

第１５条 法要座次は、別に規定のあるもののほ

かは、必ず出願して許可を受けるものとする。 

（進席定年） 

第１６条 法要座次の進席定年は、別表第２号に

よる。 

２ 前項の進席定年は、第６条の規定により積算

された法臈によって計算する。 

（既満進席） 

第１７条 前条の進席定年による法要座次の進席

を既満進席という。 

（未満進席） 

第１８条 条例第７条に該当する者の進席許可は、

別に定めるところにより行う。この場合、住職

でない者の出願には、当該所属寺の住職の同意

を必要とする。 

２ 前項による進席を未満進席という。 

第３節 対配法要座次 

（教師対配法要座次） 

第１９条 教師対配法要座次は、別表第３号のと

おりとする。 

２ 教師対配法要座次は、これに該当する法要座

次以下の者に対して、当該教師補任と同時に許

可されたものとする。 

３ 教師対配法要座次は、これに基づいて、法要座次

の進席又は法衣の許可を受けることができる。 

（宗務役員対配法要座次） 

第２０条 宗務役員対配法要座次は、別表第４号

のとおりとする。 

２ 宗務役員対配法要座次は、これに該当する法

要座次以下の者に対して、在職中許可されたも

のとする。 

３ 宗務役員対配法要座次に基づいて、進席する

ことはできない。 

第４節 法要座次中の順序 

（法要座次中の順序） 

第２１条 同法要座次中の序列を座席、同座席中

の序列を席次、同席次中の序列を順位という。 

（座席） 

第２２条 座席は、次に掲げる順序のとおりとする。 

（１）住職又は教会主管者 

（２）住職又は教会主管者であった者 

（３）前２号以外の教師 

（４）教師でない者 

（席次） 

第２３条 席次は、前条第１号から第３号までの

者については、それぞれ教師の等級によるもの

とし、同第４号の者については、その順位のと

おりとする。 

（順位） 

第２４条 順位は、次に掲げる順序のとおりとする。 

（１）宗議会議長、講師 

（２）宗議会副議長、嗣講 

（３）功章及び旌賞の等級（同等級のときは功章を優

先する。） 

（４）擬講、学師 

（５）教師補任の日 

（６）法要座次許可の日 

２ 宗議会議員は、その選挙区において、教区会

議員は、その教区において、組長及び副組長は、

その組において、それぞれ第２順位の次におい

て第３順位に優先する。 

３ 前２項により順位が定められないときは、法
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臈による。 

４ 前項の法臈が同じときは、年長者を先とする。 

（謙退） 

第２５条 序列は、時宜により、式支配の承認を

得て、謙退することができる。 

第５節 所作 

（巡讚） 

第２６条 上座４等を許可された者には、同時に

巡讚を許可されたものとする。 

２ 本座１０等を許可された者には、本山を除き、

同時に巡讚を許可されたものとする。 

（進席の条件） 

第２７条 本座１０等以上へ進席するときは、同

時に御伝鈔拝読許可を受けなければならない。 

２ 本座９等以上へ進席するときは、同時に報恩講

式及び嘆徳文拝読許可を受けなければならない。 

第４章 法衣及び紋章等 

第１節 通則 

（法衣の制定等） 

第２８条 条例第８条により本派において依用す

る法衣の名称その他必要な事項は、すべてこの

達令又は別の達令で定めるものとする。 

２ 前項のほか、教区又は別院について特に必要が

あるときは、宗務総長は、依用基準その他必要な

事項を付して、法衣の制定を許可することがで

きる。この場合、その都度告示するものとする。 

（服装構成） 

第２９条 条例第８条に定める法衣に関する服装

の構成は、別表第５号のとおりとする。ただし、

外国においては、時宜によることができる。 

（法衣の依用区分） 

第３０条 条例第９条各号によって依用する法衣

の区分は、別表第６号のとおりとする。 

（法衣制式） 

第３１条 本派において依用するそれぞれの法衣

の制式は、別表第７号のとおりとする。 

２ 法衣の様式は、別に定める。 

（法衣の許可申請に関する住職の同意） 

第３２条 住職でない僧侶が、法衣に関する許可

を受けようとするときは、当該所属寺の住職の

同意を得なければならない。 

第２節 衣体 

（一般衣体） 

第３３条 一般衣体は、本派の僧侶となった者に

同時に許可される衣体をいい、別表第８号のと

おりとする。 

（相当衣体） 

第３４条 相当衣体は、当該法要座次の進席許可

と同時に許可される衣体をいい、別表第９号の

とおりとする。 

（出願衣体） 

第３５条 出願衣体は、当該法要座次許可後、別

に定めるところにより出願して許可される衣体

をいい、別表第１０号のとおりとする。 

２ 前項の衣体中、未満進席の許可の条件と定め

られたものについては、次の未満進席の許可前

にあらかじめ当該衣体の許可を得ておかなけれ

ばならない。 

（教師衣体） 

第３６条 教師衣体は、当該教師補任と同時に許

可される衣体をいい、別表第１１号のとおりと

する。 

（学階衣体） 

第３７条 学階衣体は、当該学階授与と同時に許

可される衣体をいい、別表第１２号のとおりと

する。 

（役職衣体） 

第３８条 役職衣体は、当該役職者のその職務執

行上依用する衣体をいい、別表第１３号のとお

りとする。 

（褒賞衣体） 

第３８条の２ 褒賞条例施行条規（１９９４年達

令公示第１１号）第９条に規定する褒賞衣体は、

功章又は旌賞の授与と同時に許可される衣体を

いい、別表第１３号の２のとおりとする。 

第３節 紋章 

（紋章の制限） 

第３９条 別表第１４号に掲げる紋章は、許可な

く依用することはできない。 

２ 文様であって、その形状が別表第１４号の紋

章に類似すると認められたものは、依用を禁ず

ることができる。 

（六藤紋・八葉牡丹紋） 

第４０条 本座９等以上の者は、第３１条に規定

する法衣制式に定める範囲内において、六藤

紋を依用することができる。 

２ 准上座以上の者は、八葉牡丹紋について前項

の規定を準用する。 

第５章 補則 

（願事証明書） 

第４１条 教務所長は、出願に不備の点がないと

認めたときは、必要に応じて、その願事につい

て願事証明書を交付することができる。 

２ 願事証明書は、許状又は指令書が到達するま

での間、これを提示することによって、許状又

は指令書に代用することができる。ただし、仮

にその発行の日をもって許可の日とみなす。 

（法臈加算の取消） 
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第４２条 不正の方法をもって法臈の加算をした

場合は、当然当該法臈加算の全部を取り消す。 

（懲戒期間中の法要座次の順位） 

第４３条 重懲戒に処せられた者は、平座の席次の

最末とし、その相互間においては、判定の前後に

よる。 

２ 軽懲戒に処せられた者は、その降座期間中、

前項の者の上において、平座の最末とし、その

相互間においては、前項に準ずる。 

３ 謹慎に処せられた者は、その期間中、前２項

の者の上において、相当順位の最末とする。 

（記念衣体） 

第４４条 本山における法要その他特に記念すべ

き行事に際して、記念衣体を制定する。 

２ 前項の記念衣体は、別表第１５号のとおりと

する。 

附 則 

１ この達令は、１９９２年７月１日から施行する。 

２ 連続３０ヵ年経常費完納記念畳袈裟着用許可

に関する達令（１９９１年達令公示第３８号）、

相続講創設百年・真宗本廟両堂再建九十年記念

畳袈裟着用許可に関する達令（１９８４年達令

公示第９号）、首都圏教化施設設置記念輪袈裟

制定及び着用許可に関する達令（１９８６年達令

公示第１０号）、連続４０ヵ年経常費完納記念畳

袈裟着用許可に関する達令（１９８９年達令公

示第１号）及び彰如上人五十回忌及び綽如上人

六百回忌法要記念畳袈裟着用許可に関する達令

（１９９２年達令公示第１号）は、廃止する。 

３ 従前の規定により許可されている堂班であっ

て、この達令に定める法要座次に相当するもの

は、この達令により許可された法要座次とみな

す。ただし、現に許可されている法要座次に基

づいて未満進席の許可を受けようとするときは、

この達令による制限その他の条件については、

この達令及び別に定めるところにより、新たに

許可を受けなければならない。 

４ 前項ただし書の規定は、当該法要座次以下を

条件とする出願衣体の許可を受けようとすると

きも同様とする。 

５ 従前の規定により許可されている衣体であっ

て、この達令に定める衣体に相当するものは、

この達令により許可された衣体とみなす。ただ

し、この達令に定める当該衣体に関する制限そ

の他の条件は、この限りでない。 

６ 前項の制限その他の条件は、この達令及び別

に定めるところにより、新たに出願して許可を

受けなければならない。 

７ 従前の規定により許可されている衣体であっ

て、この達令に定めのない衣体については、そ

の後の一身に限って依用することができる。 

８ この達令施行の際、現に准上座１等以下の者

であって、従前の規定により巡讚の許可を受け

ている者は、第２６条第１項に規定する巡讚を

許可されたものとみなす。 

９ この達令施行の際、従前の規定により第２８

条第２項の規定に該当する法衣の制定の許可を

受けている衣体は、この達令により許可され、

告示されたものとみなす。 

附 則（１９９３年４月３０日達令公示第２号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（１９９３年６月２１日達令公示第５号）  

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（１９９３年７月１日達令公示第８号） 

 この達令は、１９９３年７月１日から施行する。 

附 則（１９９４年１月１２日達令公示第２号） 

１ この達令は、公示の日から施行する。ただし、

別表第１５号の改正は、１９９４年４月１日か

ら施行する。 

２ 別表第４号及び別表第１３号の改正は、１９

９３年３月１日から適用する。 

附 則（１９９４年６月２８日達令公示第９号）  

 この達令は、１９９４年７月１日から施行する。 

附 則（１９９４年９月１６日達令公示第１６号）  

この達令は、公示の日から施行し、１９９４年

７月１日から適用する。 

附 則（１９９５年３月２５日達令公示第３号） 

 この達令は、１９９５年３月２５日から施行する。 

附 則（１９９５年６月２２日達令公示第１５号） 

 この達令は、１９９５年７月１日から施行する。 

附 則（１９９６年１１月１日達令公示第１１号） 

 この達令は、１９９６年１１月２１日から施行

する。 

附 則（１９９７年６月１３日達令公示第１３号）抄 

 この達令は、１９９７年７月１日から施行する。 

附 則（１９９９年６月２５日達令公示第５号） 

 この達令は、１９９９年７月１日から施行する。 

附 則（２０００年７月３日達令公示第１３号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２００１年６月２９日達令公示第８号） 

 この達令は、２００１年７月１日から施行する。 

附 則（２００２年６月２８日達令公示第１４号） 

１ この達令は、２００２年７月１日から施行する。 

２ この達令施行の際、従前の規定により土器茶

色袍裳、裳附及び色直綴の許可を得ている准堂

衆、准堂衆補及び准堂衆見習は、その身一身に

限り、これを依用することができる。 

３ この達令施行の際、准堂衆見習である者の役
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職衣体は、准堂衆補に準ずるものとする。 

附 則（２００３年６月２８日達令公示第７号） 

 この達令は、２００３年７月１日から施行する。 

附 則（２００４年１月２８日達令公示第１号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２００４年６月２８日達令公示第１７号） 

１ この達令は、２００４年７月１日から施行する。 

２ この達令施行の際、現に交付された出仕証明

書は、この達令による出仕証明書とみなす。 

附 則（２００６年２月１日達令公示第４号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２００８年６月２７日達令公示第８号） 

 この達令は、２００８年７月１日から施行する。 

附 則（２００９年６月２９日達令公示第１５号） 

 この達令は、２００９年７月１日から施行する。 

附 則（２０１０年６月２９日達令公示第１０号） 

 この達令は、２０１０年７月１日から施行する。 

附 則（２０１１年３月１日達令公示第２号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２０１１年７月１日達令公示第７号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２０１２年６月２９日達令公示第１７号） 

 この達令は、２０１２年７月１日から施行する。 

附 則（２０１３年６月２８日達令公示第９号） 

 この達令は、２０１３年７月１日から施行する。 

附 則（２０１４年３月５日達令公示第２号） 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２０１５年６月２６日達令公示第９号）抄 

 この達令は、２０１５年７月１日から施行する。 

附 則（２０１６年６月２４日達令公示第８号）抄 

 この達令は、公示の日から施行する。 

附 則（２０１７年６月２８日達令公示第９号） 

 この達令は、２０１７年７月１日から施行する。 

附 則（２０１８年６月２５日達令公示第１号）抄 

 この達令は、２０１８年７月１日から施行する。 

附 則（２０１９年６月２７日達令公示第１号）抄 

 この達令は、２０１９年７月１日から施行する。 

附 則（２０１９年６月２７日達令公示第４号）  

 この達令は、２０１９年７月１日から施行する。 

附 則（２０１９年１２月２７日達令公示第６号） 

１ この達令は、２０２０年１月１日から施行する。 

２ この達令施行の際、現に交付された出仕証明

書は、この達令による出仕証明書とみなす。 

附 則（２０２０年６月２５日達令公示第６号）抄  

 この達令は、２０２０年７月１日から施行する。 

附 則（２０２０年６月２５日達令公示第８号）抄  

 この達令は、２０２０年７月１日から施行する。 

附 則（２０２０年８月２１日達令公示第１３号） 

１ この達令は、２０２１年１月１日から施行する。 

２ この達令施行の際、現に第３５条に定める出

願衣体に相当する衣体の許可を受けていた者は、

当該衣体に関する制限その他の条件に関わらず、

この達令により許可されたものとみなす。 

附 則（２０２１年２月２２日達令公示第２号） 

 この達令は、２０２１年３月１日から施行する。 

附 則（２０２１年６月３０日達令公示第５号）抄  

 この達令は、２０２１年７月１日から施行する。 

附 則（２０２３年６月３０日達令公示第１７号）  

 この達令は、２０２３年７月１日から施行する。 

附 則（２０２４年６月２８日達令公示第９号） 

１ この達令は、２０２４年７月１日から施行する。 

２ この達令施行の際、従前の規定により許可されてい 

る教師徽章は、なお従前のとおりとする。 

３ 令和６年能登半島地震に伴う法衣の依用に関

する臨時措置規程（２０２４年達令公示第１号）

は、廃止する。 

 

別表第１号 出仕座数 
地 方 区 分 出仕座数 

京 都 市 ７ 

京 都 府（京都市を除く） ６ 
滋 賀 県 ６ 
大 阪 府 ６ 
奈 良 県 ６ 
兵 庫 県（神戸市及び大阪教区） ６ 

兵 庫 県（神戸市及び大阪教区を除く） ５ 
岐 阜 県 ５ 
愛 知 県 ５ 
三 重 県 ５ 
福 井 県 ５ 
岡 山 県 ５ 
和歌山県 ５ 

香 川 県 ４ 
広 島 県 ４ 
石 川 県（金沢・小松大聖寺教区） ４ 
静 岡 県 ４ 
富 山 県 ４ 
徳 島 県 ４ 
神奈川県 ４ 
東 京 都 ４ 
山 口 県 ４ 
埼 玉 県 ４ 
千 葉 県 ４ 

石 川 県（能登教区） ３ 
長 野 県 ３ 
群 馬 県 ３ 
栃 木 県 ３ 
鳥 取 県 ３ 
愛 媛 県 ３ 
高 知 県 ３ 
福 岡 県 ３ 
佐 賀 県 ３ 
大 分 県 ３ 
山 梨 県 ３ 
茨 城 県 ３ 
島 根 県 ３ 
熊 本 県 ３ 
新 潟 県 ３ 
福 島 県 ３ 
長 崎 県 ３ 
山 形 県 ３ 
宮 城 県 ３ 
岩 手 県 ３ 
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鹿児島県 ３ 
宮 崎 県 ３ 
秋 田 県 ３ 
青 森 県 ３ 
沖 縄 県 ３ 
北 海 道 ３ 
そ の 他 ３ 

 

別表第２号 進席定年表 

１ 
法要座次 法臈年数 

准上座１等 ７０ 

准上座２等 ６５ 

准上座３等 ６０ 

准上座４等 ５５ 

本 座 １ 等 ５０ 

本 座 ２ 等 ４５ 

本 座 ３ 等 ４０ 

本 座 ４ 等 ３５ 

本 座 ５ 等 ３０ 

本 座 ６ 等 ２５ 

本 座 ７ 等 ２０ 

本 座 ８ 等 １５ 

本 座 ９ 等 １０ 

本座１０等 ７ 

准 本 座 ５ 

 

２ 

法要座次 
それぞれ前法要座次

よりの法臈年数 

上座１等 ２０ 

上座２等 １５ 

上座３等 １５ 

上座４等 １５ 

 

別表第３号 教師対配法要座次 
教 師 対配法要座次 

入  位 准 本 座 

満  位 本座１０等 

法 師 位 本 座 ９ 等 

権 律 師 本 座 ８ 等 

律  師 本 座 ７ 等 

権 僧 都 本 座 ６ 等 

僧  都 本 座 ５ 等 

権大僧都 本 座 ２ 等 

大 僧 都 准上座４等 

権 僧 正 准上座２等 

僧  正 上 座 ４ 等 

権大僧正 上 座 ２ 等 

大 僧 正 上 座 １ 等 

 

別表第４号 宗務役員対配法要座次 
役  職  務 対配法要座次 

宗務総長 上座１等の首座 

参  務 上 座 ２ 等 

会計監査院長、審問院長、親鸞仏教セン

ター所長、教学研究所長、開教監督、沖

縄開教本部長、定衆 

上 座 ３ 等 

部門の長、宗務出張所長、教務所長、宗会事

務局長、解放運動推進本部事務部長及び同本

部委員、青少幼年センター部長、行財政改革

推進本部事務部長、審問院審事及び同監事、

会計監査院検査員、親鸞仏教センター副所長

及び同事務長、教学研究所事務長及び同所員 

上 座 ４ 等 

次長、出仕、企画調整局参事、青少幼年

センター主幹、親鸞仏教センター主任研

究員及び同研究員、教学研究所研究員、

首都圏教化推進本部本部員 

准 上 座 １ 等 

主事及び主事補並びに主計、学校教育幹

事、教区駐在教導、教区青少幼年指導主

任、研修部補導、解放運動推進本部本部

要員、青少幼年センター幹事及び同研究

員、教学研究所助手、専門編集員、沖縄

準開教区駐在教導及び沖縄開教本部法務

員、首都圏教化推進本部推進要員及び同

法務員 

准 上 座 ２ 等 

書記及び書記補、常勤の教化相談員、常

勤の嘱託 
准 上 座 ３ 等 

附規 

 １人にして２以上の法要座次に該当するときは、その上位による。 

同対配法要座次中の座次は、その役職任命の日の前後による。 

 

別表第５号 服装構成 

衣体 

種別 
袈裟 衣 袴 内衣 持物 履物 

第１種 七 条 袍 裳 表 袴 白 服 
本装束念珠 

桧 扇 

挿 鞋 

浅 沓 

第２種 五 条 裳 附 差貫或は用いず 白 服 
半装束念珠 

中 啓 

挿 鞋 

藺 草 履 

第３種 畳又は輪 裳 附 差 貫 白 服 
半装束念珠 

中 啓 

以下挿鞋

を用いず 

第４種 五 条 色 直 綴 無 白 服 
半装束念珠 

中 啓 
 

第５種 五 条 直 綴 無 白 服 
半装束念珠 
又は木念珠(長房) 
中 啓 

 

第６種 青 直 綴 無 
色服(所定日 

に限り白服) 

木念珠(長房) 

中啓(白服のとき) 
 

第７種 墨 直 綴 無 
色服(所定日 

に限り白服) 

木念珠(安静形) 

中啓(白服のとき) 
 

第８種 墨、畳又は輪 間衣又は教衣 
普 通 袴 

或は用いず 

色服(所定日 

に限り白服) 
小 念 珠  

附規 

 白地は無地とする。色服は無地又は細かい縦縞とする。 

 第８種中墨袈裟を用いる場合は間衣に限るものとし、この場

合は袴を用いない。 

 間衣及び教衣に限り洋服の上に着用することができる。 

 足袋は白襪子又は白足袋とする。 

 

別表第６号 依用種別 
種 別 服 装 

正   装 第１種 

式   装 第２種、第４種から第８種まで 

式   服 
第２種、第３種、第８種(袴を用いる。墨袈裟は用い

ない) 

常   服 第８種（袴を略することがある） 

 
  袈裟 衣、内衣 袴、持物、履物 

喪服 

第１種 

鈍色五条 

又は墨(直綴の

場合に限る) 

鈍色裳附又は直綴、

白服 

鈍色差袴(裳附の場合に

限る) 

苧総念珠、鈍色中啓、

浅沓又は藺草履 

第２種 鈍色輪又は墨 
直綴、間衣、 

又は教衣、白服 
 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 
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別表第７号 法衣制式 
衣 体 地 合 色 文 様 紋 威儀紐 制限その他 

七条袈裟 

錦、金襴 
其の他 
有文地 

一色とする
ことはでき
ない 

倶四天又は
影像四天及
び浮文、遠
山を用いる
ことはでき
ない 

任意 
ただし平文
に限る離文
とすること
はできない 

修多羅は、
一色倶総と
する 
金・銀を用
いることは
できない 

 

五
条
袈
裟 

第１種 
(無金) 

堅地 
綾地 
平織 
 等 

萠黄、紫そ
の他許可せ
られた色一
色、ただし、
萠黄、紫に
限り、緯白
とすること
ができる 

無 
又は許可
せられた
もの 

白平文 
離文又は許
可せられた
様式 
50 歳 以 上
は、白を黄
とすること
ができる。 

 

紋径は、7㎝
乃至9㎝と
する 
２種類以上
の紋を使用
することは
できない 
重紋又は連
続紋とする
ことはでき
ない 
別に許可せ
られたもの
は、小紋と
することが
できる 

第２種 
(金入) 

同 同 

無地 
又は平金一
色を用いる
ことができ
る 

平金、平縁
金、その入
交、又は何
れかと白入
交 

同 同 

青袈裟 
無地又は有
文 

 同色地文 無 
白威儀 
倶威儀 

 

墨袈裟 同 墨又は黒 同色地文 

地 文 中 に
同 色 乱 文
を 附 す る
こ と が で
きる 

白威儀 

紋径は4.5
㎝以内と
し、縦横併
列すること
はできない 

畳
袈
裟 

第１種 
(無金) 

有文無金 
赤を用いる
ことはでき
ない 

同色 
又は数色 

任意 
白威儀 
倶威儀 

 

第２種 
(金入) 

金襴又は有
文 

赤地とする
ことはでき
ない 

同 

任意 
但し、撚金を
用いること
はできない 

同  

輪
袈
裟 

第１種 
(無金) 

無金 任意 同 任意   

第２種 
(金入) 

金入 同 同 同   

袍 裳 
(法服ともいう) 

有文 
許可せられ
た色(経緯
同色)一色 

同色地文 
同色地文 
異色平文 

  

同下襲 有文 赤 同色菱   

無地とする
ことができ
る 
４０歳以上
は、白とす
ることがで
きる 

裳 附 無地 
許可せられ
た色一色 

   

経緯同色の
裳附に僧綱
襟を附けた
ときは、そ
の色の袍裳
に代用する
ことができ
る 
ただし、白
色裳附は袍
裳に代用す
ることはで
きない 
６月１日か
ら９月３０
日までの間
に限り、薄
物を依用す
ることがで
きる 

直
綴
（
第
２
種
以
下
は
黒
衣
又
は
衣
と
も
い
う
） 

第１種 
(色直
綴とい
う) 

同 同    

経緯同色の
色直綴に僧
綱襟を附け
たときは、
その色の袍
裳に代用す
ることがで
きる 
ただし、白
色直綴は袍
裳に代用す
ることはで
きない 
６月１日か
ら９月３０
日までの間
に限り、薄
物を依用す
ることがで
きる 

第２種 紋紗 黒 同色 
同色 
(任意) 

  

第３種 
縮緬 
紋縮緬 

同 
無文 
同文 

同 
(任意) 

 

紋を附け
る場合は、
許可なく
して別表
第１４号
所定のも
のを附け
ることは
できない 

第４種 無地 同     

間
衣 

第１種 
(小道
服とい
う) 

有文又は
無地 

同 同色 
同 
(任意) 

 
縢紐黒又
は許可せ
られた色 

第２種 
許可せら
れた直綴
に依る 

同    

縢紐黒又
は小道服
に許可せ
られた色 

教 衣 無地 同    

縢紐第２
種間衣に
同じ 
黒色締帯
（ 幅 4.5
㎝）を用い
る 

表
袴 

第１種 無地 白、裏赤    

４０歳以
上は、裏白
とするこ
とができ
る 

第２種 有文 同 窠霰浮文   同 

差
貫
（
差
袴
） 

第１種 無地 

紫、 
緯白とす
ることが
できる 

    

第２種 有文 
同 
同 

無 
白藤丸 
(八房又は六房) 

 

八房は大
紋と単称
し、六房は
六藤大紋
という 

第３種 同 
浅黄又は 
薄海松 
同 

同 
同 
(八房) 

  

第４種 同 紫 同 
同色藤丸 
(八房) 

 
同色大紋
という 

附規 無地とは、有文地又は縮地でない一色のものをいう。 
離紋とは、紋相互間に地文の連絡のないものをいう。 
地文又は平文とは、平織に織出したものをいう。 
浮文とは、刺繍又は浮織をいう。 
別に様式を定めたものは、本表の限りでない。 

 

別表第８号 一般衣体 

七 条 袈 裟  

五 条 袈 裟 萠黄・紫紋白（無金に限る） 

青  袈  裟 無地白威儀 

墨  袈  裟  

輪  袈  裟 無   金 

袍裳及び裳附 黄 梔 子 色 

色 直 綴 黄 梔 子 色 

直    綴 黒 無 地 

間    衣 同 

教    衣 同 

差    貫 紫 無 地 

表    袴 白 無 地 

 

別表第９号 相当衣体 
衣体 

法要座次 
袈 裟 袍 裳 裳 附 色直綴 

表 袴 

差 貫 
その他 

准本座以上  浅 黄 色 浅 黄 色 浅 黄 色 
 

 
 

本座10等以上 金入輪袈裟 鶸 茶 色 鶸 茶 色 鶸 茶 色 
 

 
 

本座９等以上 六 藤 紋 萠 黄 色 
萠 黄 色 

白  色 

萠 黄 色 

白  色 
紫六藤大紋  

本座８等以上 金入五条袈裟    
 

 
 

准上座以上 
八葉牡丹紋 

畳袈裟白威儀 
薄栗皮色 薄栗皮色 薄栗皮色 紫 大 紋 紋 紗 衣 

上 座 

青袈裟無
地倶威儀 
無金畳袈
裟倶威儀 

栗 皮 色 栗 皮 色 栗 皮 色 浅黄大紋  

上座３等以上 
雲牡丹紋
五条袈裟 

   窠霰表袴 
 

 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 
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別表第１０号 出願衣体 
衣  体 法要座次 制  限 

櫨色地紋白五条袈裟 本座４等以上  

白地櫨色紋五条袈裟 本座１等以上  

紫地葉萠黄八葉牡丹紋五条袈裟（無金に

限る） 
准上座４等以上  

葉桜色（経萠黄色、緯紅色）地紋白五条

袈裟（無地に限る） 
准上座３等以上  

櫨色地葉萠黄八葉牡丹紋五条袈裟（無金

に限る） 
准上座３等以上  

葉桜色（経萠黄色、緯紅色）地縁金紋五

条袈裟（無地に限る） 
准上座２等以上  

正銀色地紋白五条袈裟 准上座２等以上  

葉桜色（経萠黄色、緯紅色）地平金白入

交紋五条袈裟（無地に限る） 
准上座１等以上  

正銀色地葉萠黄八葉牡丹紋五条袈裟（無

金に限る） 
准上座１等以上  

紅栗皮色地錆金輪無唐草雲牡丹白浮紋

（二）畳袈裟倶威儀 
上座４等 

本山から贈与されたもの

に限る 

正銀色地平金白入交紋五条袈裟（無地に

限る） 
上座４等  

木賊色地正銀色蔭小葵雲牡丹紋白畳袈

裟倶威儀 
上座３等  

正銀色地撚金紋五条袈裟（無地に限る） 上座３等  

紫地八藤紋白五条袈裟 上座３等  

畳袈裟倶威儀 上座３等  

萠黄色地八藤紋白五条袈裟 上座２等 浅黄緯白黄大紋後 

長春色地撚金紋五条袈裟 上座２等  

小紋五条袈裟（無地に限る） 上座１等 黄菊色衣体後 

紫地八藤平金紋五条袈裟 上座１等 小紋五条袈裟後 

萠黄地八藤平金紋五条袈裟 上座１等 
紫地八藤平金紋五条袈裟

後 

金入小紋五条袈裟 上座１等 
萠黄地八藤平金紋五条袈

裟後 

薄海松色地錆金藤襷雲牡丹平金紋畳袈

裟倶威儀 
上座１等 金入小紋五条袈裟後 

麴塵色地錆金蔭小葵八藤紋白輪袈裟 上座１等 薄海松緯白黄大紋差貫後 

麴塵色地錆金蔭小葵八藤金白入交紋輪

袈裟 
上座１等 

麴塵色地錆金蔭小葵八藤

紋白輪袈裟後 

柳色袍裳、裳附及び直綴 本座８等以上  

濃桑色袍裳、裳附及び直綴 本座７等以上  

栃葉色袍裳、裳附及び直綴 本座６等以上  

薄木蘭色袍裳、裳附及び直綴 本座５等以上  

裏山吹色袍裳、裳附及び直綴 本座４等以上  

薄丁子色袍裳、裳附及び直綴 本座２等以上  

縮緬衣 准上座４等以上  

薄早蕨色（経薄栗皮色、緯白色）裳附及

び直綴 
准上座３等以上  

若楓色（経薄栗皮色、緯萠黄色）裳附及

び直綴 
准上座２等以上  

櫨紅葉色（経薄栗皮色、緯櫨色）裳附及

び直綴 
准上座１等以上  

桜木色（経栗皮色、緯黄色）裳附及び直

綴 
上座４等以上  

裏紅葉色（経莟菊色、緯正銀色）裳附及

び直綴 
上座４等以上 桜木色衣体後 

紋縮緬衣 上座４等以上 縮緬衣後 

葉桜色（経萠黄色、緯紅色）裳附及び直

綴 
上座３等以上  

莟菊色袍裳、裳附及び直綴 上座３等以上 葉桜色衣体後 

浅黄緯白黄大紋差貫 上座３等以上 畳袈裟倶威儀後 

紅松皮色（経栗皮色、緯紅色）裳附及び

直綴 
上座２等以上  

白縢小道服 上座２等以上 
萠黄色地八藤紋白五条袈

裟後 

薄海松大紋差貫 上座２等以上 浅黄緯白黄大紋差貫後 

黄菊色（経黄色、緯青色）裳附及び直綴 上 座 １ 等 
白縢小道服及び薄海松大

紋差貫後 

薄海松色縢小道服 上 座 １ 等 
薄海松色地錆金藤襷雲牡

丹平金紋畳袈裟倶威儀後 

薄海松緯白黄大紋差貫 上 座 １ 等 薄海松縢小道服後 

 

 

 

 

 

 

 

別表第１１号 教師衣体 

衣体 

教師 

五条袈裟及び輪袈裟 

地 色 文 様 紋 

入 位 萠 黄 白 捻 襷 白 茶 入 交 

満 位 同 同 茶色 

法 師 位 同 同 藤色 

権 律 師 紫 緯 白 同 
青 色 
白 入 交 

律 師 同 同 青 色 

権 僧 都 同 金 捻 襷 
萠 黄 色 
白 入 交 

僧 都 同 同 萠 黄 色 

権 大 僧 都 同 同 
樺 色 
白 入 交 

大 僧 都 同 同 樺 色 

権 僧 正 芳 丹 金 唐 井 筒 
躑 躅 色 
白 入 交 

僧 正 花 葉 同 躑 躅 色 

権 大 僧 正 紅 木 蘭 無 金白入交 

大 僧 正 雪 の 下 無 金 

附規 権僧正以上にして、現教師補任後１０年以上を経た者は、同様式

畳袈裟倶威儀を依用することができる。 

 

 

別表第１２号 学階衣体 
袈裟 

学階 

五条袈裟及び輪袈裟 
制限その他 

地 色 文 様 紋 

講   師 青朽葉色 錆金桧垣 
洗 朱 色 

葉 牡 丹 

白紋を入交ることが

できる 

同安居本講を

命ぜられた後 
青袈裟倶威儀 無地に限る 

嗣   講 青朽葉色 錆金桧垣 
白 色 

葉 牡 丹 
 

擬   講 落 葉 色 金 桧 垣 同 
 

 

学   師 古代紫色 同 同 
 

 

附規 准学師と称することのできる者は、学師に準じて依用することが

できる。 

 

  

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 
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別表第１３号 役職衣体  附 標章 

役職 

衣体 
内 局 

附規第１項各
号に掲げる者
及び式務員を
除く宗務役員 

事務見習 

式務員 

式事 
定衆 堂衆 参衆 

袈
裟 

五
条 

朱紱色略八藤紋 

 

黄木蘭色
地葉萠黄
八葉牡丹
紋 
青袈裟無
地倶威儀 

萠黄色地白蔭
略八藤紋 

黄木蘭色
地葉萠黄
八葉牡丹
紋 
青袈裟無
地倶威儀 

撚金白入交
紋 

平金白入交紋 

畳 

深縹色地桜
鼠色紗綾形
平金略八藤
紋倶威儀 

深縹色地桜鼠
色紗綾形金茶
略八藤紋倶威
儀 

 
深縹色地桜鼠色紗綾形 
金茶略八藤紋倶威儀 

 

輪   
鉄色地濃
茶散雲略
八藤紋 

    

衣 

袍
裳 

    濃鼠色   

裳
附 

裏桔梗色 

 

鍵錆色 
土器茶
色 

薄鼠色 実桑色 色
直
綴 

 

直
綴 

       

差貫 
浅黄緯白黄

大紋 
古代紫緯白黄

大紋 
  紫大紋 浅黄色  

標章        

制限        

 

役職 

衣体 
宗務顧問 董理院董理 

宗議会 

議長 副議長 議員 

袈
裟 

五
条 

  
薄媚茶重色地花八藤紋 

撚金白入交紋 平金白入交紋 

畳 
白茶色地金松
皮亀甲撚金花
八藤紋倶威儀 

鶯茶色地錆金
菱蜀紅撚金花
八藤紋倶威儀 

薄媚茶色地錆金蔭藤捻襷
撚金花八藤紋倶威儀五廻 

薄媚茶色地錆
金蔭藤捻襷撚
金花八藤紋倶
威儀四廻 

輪      

衣 

袍
裳 

     

裳
附 

  錆藍海松色 

色
直
綴 

     

直
綴 

     

差貫      

標章   金地花八藤紋(赤紫色ビロード台付) 

制限      

 

役職 

衣体 

別 院 

輪番 副輪番 列座 会計・書記 

袈
裟 

五
条 

濃梔子色地金蔭
略八藤紋 

濃梔子色地白蔭略
八藤紋 

萠黄色地白花五環紋 
（緯白を禁ず） 

畳 麴塵色地桜鼠色紗綾形金茶略八藤紋倶威儀 

輪     

衣 

袍
裳 

花田色 薄花田色 薄緑色 

  

裳
附 

土器茶色 薄緑色 

色
直
綴 

  

直
綴 

    

差貫     

標章     

制限   

土器茶色裳附は別
に許可を受けその
依用は所属別院に
限る 

 

 

役職 

 

衣体 

親鸞仏教センターの
所長、副所長、主任研
究員及び研究員 
学校法人真宗大谷学
園及び大谷専修学院
の教職員（嘱託を除
く） 
指定学校の理事長及
び学校長 

教学研究所の所
長、所員、研究員
及び助手 

開 教 使 
開 教 使 補 
特派開教使 

教区駐在教導 
教区青少幼年 
指導主任 
沖縄準開教区 
駐在教導 

袈
裟 

五
条 

 

朱紱色略八藤紋 萠黄色地平金
紗綾形縁金六
藤崩紋 

朱紱色略八藤紋 

平金白入交紋 平金白入交紋 

畳 
鉄色地同色唐井筒白
葉牡丹紋白威儀 

 

紅躑躅色地金
茶蔭略八藤菱
地模様六葉牡
丹紋(二)畳袈
裟倶威儀 

紫紺色地白茶色
紗綾形金茶葉牡
丹紋白威儀 

輪  
濃桑色同色唐井
筒白葉牡丹紋 

  

衣 

袍
裳 

    

裳
附 

 

裏桔梗色 

 

裏桔梗色 色
直
綴 

  

直
綴 

    

差貫  
古代紫緯白 
黄大紋 

 
古代紫緯白 
黄大紋 

標章     

制限     

 

役職 

衣体 

中央修練道場指導 
同指導補 

輔導使 

組 

組長 副組長 

袈
裟 

五
条 

    

畳 
薄栗皮色地 同色
檜垣白葉牡丹紋白
威儀 

鉄色地同色藤襷白
葉牡丹紋白威儀 

  

輪   
黒紫色地桜鼠色
紗綾形平金蔭略
八藤紋二ッ付 

黒紫色地桜鼠色
紗綾形金茶蔭略
八藤紋二ッ付 

衣 

袍
裳 

    

裳
附 

    

色
直
綴 

    

直
綴 

    

差貫     

標章     

制限     

 

役職 

衣体 
教区会議員 

教務員 
奨励主事 
奨励員 

准堂衆 
准堂衆補 

楽僧 
同見習 

袈
裟 

五
条 

   紫色地白唐花紋 

畳 
藍色地濃金茶蔭藤捻
襷平金花八藤紋
（二）畳袈裟倶威儀 

枯海松色同色
紗綾形白蔭略
八藤紋白威儀 

  

輪   
空色地同色紗綾形
白唐花紋二ッ付 

濃茶色同色唐草白
唐花紋ただし取締
は縁金 

衣 

袍
裳 

  

薄緑色 

 

裳
附 

  古代萠黄色 

色
直
綴 

   

直
綴 

    

差貫   浅黄色 水色 

標章     

制限   真宗本廟に限る 真宗本廟に限る 

附規 

 １ 深縹色地桜鼠色紗綾形金茶略八藤紋畳袈裟倶威儀の依用許可者

は、条例で宗務役員と定められた役職にある者とする。ただし、次

の各号に掲げる者を除く。 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 

（
第
十
二
編
）
法
臈
法
衣
条
例
施
行
条
規 




